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ベッティーナ・フォン・アルニムの幼少期から少女期（その２）
山　下　　　剛
Ⅰ．クレーメンス・ブレンターノとの出会いと交流
1797年３月の父ペーター・アントーン・ブレンターノの死去に伴い、ベ
ッティーナに大きな転機が訪れた。ベッティーナはオッフェンバッハに住
む祖母ゾフィー・フォン・ラ・ロシュとその娘ルイーゼ・フォン・メーン
の許に２人の妹とともに引き取られ、祖母の手で直接教育を施されること
となった。ベッティーナは祖母の徳育にことごとく反発を感じた。ベッテ
ィーナはあらゆる束縛を嫌った。彼女は自分を窮屈な古臭い道徳から解放
し、心の中で激しく燃えている情熱や憧れに方向を与え、自分を広い世界
へ導いてくれる存在を待ち望んでいた。そんな12歳のベッティーナの前に、
1797年10月、19歳の兄クレーメンス・ブレンターノ（1778-1842）が現れ
る。ベッティーナはこの初対面の様子を、クレーメンス宛の手紙で次のよ
うに振り返っている。
２年前の私の古いお人形さん！　今日それが私を悩ませたの。私はそれ
をもう一度まじまじと見なければならなかったわ。お兄さんが初めてこ
こへ来たとき、私がそれで遊んだのは最後になったの、クレーメンテ。
まだ覚えている？　お兄さんが入ってきた時、私は慌ててそれをテーブ
ルの下に放り込んだわ。私はお兄さんを見たけれど、誰だかわからなく
て、それで誰か余所の人だと思った。でもとても気に入ったわ。きれい
な輝く額、ふさふさした柔らかい黒い髪。お兄さんは椅子に腰を下ろし、
突然両腕で私を抱き上げ、そして「僕が誰だかわかるかい？　僕がクレ
ーメンスだよ」と言ったわ。それで私はお兄さんにしがみ付いた。でも
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そのすぐ後にお兄さんはテーブルの下からお人形さんを拾い上げて、私
の腕に抱かせた。でも私はそれがもう欲しくなかった。お兄さんがいれ
ばあとは何も要らなかった。ああ、これは私の運命の大きな転機だった。
私がお人形さんではなくお兄さんの首に抱き付いたまさにその瞬間が。1
クレーメンスの子ども時代は悲惨なものだった。父はクレーメンスに辛
く厳しくあたった。母マクシミリアーネ（マクセ）との関係は良好だった
が、その母は彼が15歳の時に死去する。クレーメンスはそれまで過酷な幼
少期を送っていた。６歳の時、姉ゾフィーとともに里子に出され、コーブ
レンツのメーン伯母の許で虐待とも言える厳しく愛のない教育を受けた。
マンハイムのイエズス会ギムナジウムでも酷い扱いに苦しんだ。その後ギ
ムナジウムから引き取られ、16歳でボン大学の鉱山学部へ行くも、その年
のうちに大学を辞めフランクフルトの実家に戻り、帳場の見習いとなる。
だが、修業には全く身が入らず、手を焼いた父から1796年に修業の継続の
ためランゲンザルツァへ送り出される。しかしこれもうまく行かず、すぐ
フランクフルトへ戻り、ボン大学に復学。1797年３月に父が死去すると、
すべてが変わる。兄弟たちはクレーメンスを商売の世界に引き入れること
を嫌ったため、フランクフルトの商家を「牢獄より酷い」2と感じていたク
レーメンスは、これ幸いとハレ大学の経済学部に入学。そして、学期休み
を利用して帰省していた彼は、この時オッフェンバッハにベッテーナを訪
ねたのである。当時のクレーメンスは年の近い姉ゾフィーを特に慕ってい
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1 BettinevonArnim:ClemensBrentano'sFrhlingskranz（以下Frhlingskranz）,Bettinevon
ArnimWerkeundBriefe,Bd.1,FrankfurtamMain（DeutscherKlassikerVerlag）1986,S.40
2 BettinevonArnim:AusmeinemLeben,zusammengestelltundkommentiertvonDieterKhn
（以下AusmeinemLeben）,FrankfurtamMain（InselVerlag）1982,S.32
たが、1800年９月にゾフィーが死去すると、その代役を求めるように、ベ
ッティーナに対して「内的なつながり」3を急速に強めていく。そして1800
年頃から二人の間で手紙のやり取りが始まる。ベッティーナの中に自分と
同じ資質を感じ取ったクレーメンスは、メーン伯母による虐待という共通
の体験を通して、ベッティーナに対する連帯感を抱くようになる。
クレーメンスはベッティーナとの対面の後、1798年夏にはハレ大学経済
学部からイェーナ大学医学部へ転向する。イェーナには初期ロマン派のサ
ークルができ始めていた。シュレーゲル兄弟、ドロテーア・ファイト（旧
姓メンデルスゾーン）、カロリーネ・シュレーゲル＝シェリングが共同で
住んでいたレーブダー＝グラーベン10番地の家には、ノヴァーリス、ティ
ーク、フィヒテ、シェリングらが頻繁に出入りしていた。クレーメンス・
ブレンターノも彼らと接触するうち、急激に文学への傾向を強めていった。
クレーメンスは彼らから知った新しい哲学や文学、そしてゲーテへの熱狂
をベッティーナに書き送るようになる。ベッティーナが祖母の啓蒙主義
的・感傷主義的な文学観に飲み込まれないように、初期ロマン派の新鮮な
息吹きを伝えたのである。
ベッティーナは呆れるほど落ち着きがなく、無規律で、何事につけても
常軌を逸しており、家族や親戚も手を焼く問題児となっていた。クレーメ
ンスはベッティーナを双子の片割れのように思い、ベッティーナを理想的
な女性に仕立て上げようと密かに教育に乗り出す。クレーメンスはベッテ
ィーナに次のように書いている。
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3 Clemens anBettina imHerbst1801; vgl.ClemensBrentano:SmtlicheWerkeund
Briefe(FrankfurterBrentano-Ausgabe),Bd.30,FrankfurtamMain（KohlhammerVerlag）1990,
S.332
馬鹿げたいたずらをしたくなったら、僕が行くまで待ち、それを本当に
こっそりと僕にだけしなさい。僕はお前の全生活を面白がることができ
る。しっかり読書し、たくさん書き、お前が感じることすべてを書き留
めなさい。なぜなら、口に出されたことは、お前に対する僕の愛と同じ
くらい、生き生きとしているから。お前はいまや僕の良き天使になった
のだから、お前もお前の務めを忠実に果たさなければなりません。僕の
良き天使はいつも明るくなければいけないし、僕のことを希望と祝福を
もって思い出さなければなりません。僕が目標を見失わないように、お
前の手紙の中で僕を言葉で罰し、実行を促すことも忘れてはいけません。
お前はお前の生の喜びによって僕の生の喜びを高めなければなりませ
ん。お前は僕の熱狂の翼を解き放たなければなりません。お前の真剣さ
とお前の善意と真実で。これを実行する意志がありますか？——怠けな
いで陽気にしていなさい。そしてお前がすることを尊重し大切にしなさ
い。4
クレーメンスはベッティーナの後ろ盾になろうとし、またそのことで逆
にベッティーナから支えられることも望んだ。ベッティーナはクレーメン
スに精神の安定をもたらし、霊感の源泉ともなっていく。
だが、二人の文通や交流は家族によって妨害されがちであった。素行不
良のためクレーメンスの家族内での評判が酷かったことが最大の理由だっ
た。祖母ゾフィーもクレーメンスの教育がうまく行かなかったことをいろ
いろと知ってはいたが、それが娘メーン家の特殊な環境に理由があったこ
とを認めようとせず、クレーメンスが抱える深刻な問題には気付かずにい
た。二人の文通が始まった頃、クレーメンスは『ゴトヴィ』第一部
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4 Frhlingskranz,S.38-39
（1800/01年）を出版した直後であったが、ここに現れているクレーメンス
の虐待体験や非道徳的で衝撃的な内容が、家族の猛反発を引き起こしてい
た。また、ロマン派の新しい美学理論の実践として書かれた戯曲『グスタ
ーフ・ヴァーザ』（1800年）を送られた祖母は、背筋に悪寒が走ったとい
う。
クレーメンスは日々の出来事や空想めいたことを取りとめもなく書き散
らしたようなベッティーナの手紙を子どもっぽいと非難し、もっと体操や
歌や踊りや作文にしっかり取り組むように、と叱咤している。また読書の
指導にも乗り出し、詩作も勧めている。ベッティーナはおとなしく兄の言
いなりになったわけではない。自分を支配しようとし、社会の下層にいた
庭師やユダヤ人の少女との付き合いにまで口出ししてくる兄に対して、彼
女は彼らを擁護し、焼きもちを焼かせるように舞踏会でのアヴァンチュー
ルの様子を誇張して書き送るなどして反撃している。二人の文通はクレー
メンスがゾフィー・メローと親密の度を増していき、兄妹が疎遠になると
中断した。ベッティーナはクレーメンスの女性関係には寛容だったが、ゾ
フィー・メローとの結婚には大きな疑問を感じていたからである。
クレーメンスがベッティーナに与えたものの中で最も大きな影響力を持
ったのはゲーテの作品、とりわけ『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』
（1796年）だった。16歳のベッティーナは登場人物の一人である少女ミニ
ョンに自分の姿を重ね、作品を貪るように読んだ。ミニョンの謎めいた存
在感、どこにも居場所がないという感覚、孤独感、愛への癒しがたい渇望、
はるかなものへの胸を焦がす憧れ……。家族の誰からも理解されず不遇を
託っていたベッティーナは、ミニョンに自分自身がそのまますべて描き出
されていると感じた。ゲーテが自分のような存在を文学に取り上げている
ことを知り、彼女はここに揺れ動く自意識の強い支えを見出す思いがした。
この読書体験はベッティーナのその後の人生を長く支配することになる。
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特に、後に始まるゲーテとの直接の交流はこれなしには考えることができ
ない。
1802年 11月にベッティーナはオッフェンバッハの祖母の許からフラン
クフルトの実家へ戻る。実家では商売の実利的価値観や秩序が支配してい
た。腹違いの兄フランツが義弟ゲオルクを共同経営に引き込み、銀行業務
を拡大しようとしていた。フランツは1798年にカトリックの貴族ビルケン
シュトックの娘ヨハンナ・アントーニア・ヨーゼファ（トーニ）と結婚し
ていた。しかしベッティーナはフランツにもトーニにもなじめず、市民社
会の因習や道徳上の強制にはことごとく反発した。ベッティーナは急激に
不満を募らせていった。クレーメンスはベッティーナの窮状を認識してい
た。異常なほどおしゃべりで多動だったベッティーナは、無言となり、姉
クニグンデ（グンダ）との相部屋に閉じこもり、取りとめのない空想に身
を委ねる傾向を強めていった。そのベッティーナの前に現れたのが、若き
サヴィニーであった。
Ⅱ．サヴィニーとの交流
クレーメンスはイェーナでフリードリヒ・カール・フォン・サヴィニー
（1779-1861）と知り合っていた。サヴィニーはマールブルク大学で教授資
格を取るため、ライプツィヒ、ハレ、イェーナで法学の研究を続けていた。
後にローマ法の大学者となる人物である。サヴィニーはきわめて勤勉で冷
静沈着な性格で、クレーメンスやベッティーナとは正反対のタイプだった
が、クレーメンスは、彼なら自分たちの価値観を理解し、実家との間の仲
介役となってくれるのではないかと期待した。感情に左右されず何事に対
しても公正な態度で臨むサヴィニーをクレーメンスは好ましく思い、ベッ
ティーナの結婚相手としてふさわしいと考えたのである。クレーメンスは
ベッティーナの手紙をすべてサヴィニーに読ませるなどして積極的に働き
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かけたが、事態は思うように進展しなかった。ベッティーナは尊敬と信頼
の気持ちでサヴィニーに接した。ベッティーナは自分の心を占める悩みを
サヴィニーに打ち明けてもいる。
私が悲しいということを、あなたならおそらく容易に理解できるでしょ
う。こんなにたくさん元気や勇気があるのに、それを使う手だてが無い
なんて！ 偉大な戦士ならどんな気持ちになるでしょう？ 大きな作戦や
行動に心が燃えているのに、囚われの身で鎖に繋がれ、解放など思いも
よらないとしたら。活動へのこの絶え間ない止むことのない欲望がしば
しば私の魂を圧倒します。それなのに私は求められるものが全く別のた
だの単純な娘に過ぎないのです。昨日が、今日がそうであり、明日がそ
うなるであろうような日であり、すでに多くの日がそうであったし、こ
れからも多くの日がそうであろうと考えると、私は目の前が真っ暗にな
ってしまうことがよくあります。そして私は自分でもほとんど考えられ
ません。私が自分の力に応じて活動することのできる境遇に決して入る
ことができないとしたら、それが私をどれほど不幸にするだろうかと。5
サヴィニーはベッティーナの教育係にして相談相手ともなっていたが、
彼女が抱える悩みを正しく理解することはできなかった。ベッティーナは
サヴィニーの生真面目で打ち解けない態度にしばしば戸惑いを感じた。彼
女はユーモアを込めてこう書いている。
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5 Bettina anSavigny,wohl vorMitteSeptember1804; vgl.BettinevonArnim:Briefe（以下
Briefe）,BettinevonArnimWerkeundBriefe,Bd.4,FrankfurtamMain（DeutscherKlassiker
Verlag）2004,S.14
（サヴィニーは）並外れて友好的で彼の楽園のあらゆる水門を開いてく
れました。それなのに私たちみんなといる時にも孤独でした。まるで私
たちが追剥の群れとなって彼のところに押し入ったような感じでした。6
ベッティーナに向かいクレーメンスがサヴィニーを「お勉強の機械」7 だ
と非難した時、ベッティーナはサヴィニーを弁護しながら、それでも自分
たちの関係には未来はないとはっきり自覚していた。ベッティーナはサヴ
ィニーの名前との語呂合わせでこう言った。「彼と決して結婚しない
（Habihnnie）」。8 ベッティーナの年上の親友ギュンデローデもサヴィニーを
慕っていたが、サヴィニーが結婚相手に選んだのは、ベッティーナの姉グ
ンダだった。二人は1804年４月17日に結婚し、妹ルドヴィーカ（ルール）
も翌年ヘッセンの宮廷銀行家ヨルディスに嫁ぐ。腹違いの兄フランツはベ
ッティーナをフランクフルトの大金持ちの名士と結婚させようとしたが、
ベッティーナはその縁談を持ち出した兄を激しく罵った。グンダもルール
も可愛らしく、男性に従順なタイプの女性だった。それに対して、依存や
束縛を嫌うベッティーナは、市民社会の、特に金にものを言わせる結婚を
「俗物的」9だと見なし、それに与することは決してなかった。
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6 IngeborgDrewitz:BettinevonArnim,Romantik---Revolution---Utopie,Dsseldorf/Kln
（EugenDiederichsVerlag）1969,S.23
7 Frhlingskranz,S.45
8 BettinaanSavigny,wohlersteHlfteNovember1804; vgl.Briefe,S.16
9 「俗物」批判の価値観をベッティーナはクレーメンスと共有していたが、批判の対象
の広さと徹底ぶりではベッティーナの方がさらに上を行っていた。ロマン派が重視す
る愛による結婚でも、急激に世俗化していくクレーメンスとゾフィー・メローの結婚
を、ベッティーナは冷ややかに見ていた。
Ⅲ．ギュンデローデとの交流
ベッティーナは1799年、14歳の時に５歳年長のカロリーネ・フォン・ギ
ュンデローデ（1780-1806）と知り合う。ギュンデローデは1780年に南西
ドイツのカールスルーエに生まれ、1797年５月以来フランクフルトにある
プロテスタントの女子施設で生活していた。彼女は貴族の家系に属してい
たが、５歳で父を亡くしており、宗教上の理由というより経済上の理由や
家庭の事情で施設に入った。ブレンターノ家とも付き合いがあり、同い年
のグンダと仲良しだったが、初めのうちベッティーナに対しては批判的だ
った。遅くとも1804年には良好な友人関係となっている。ギュンデローデ
がベッティーナの教育に関与するようになったことで、二人の間で心の交
流が深まっていった。フランクフルトでますます理解されなくなっていた
ベッティーナにとって、自分と同じように市民社会の因習に背を向けて独
特の世界を築いていたギュンデローデとの出会いは、救いを意味した。大
人びた態度で批判もし導いてもくれるギュンデローデに、ベッティーナは
心からの愛と信頼を捧げた。ベッティーナはギュンデローデの容姿につい
てこう書いている。
彼女はブロンドの女性のように顔の表情がすべて優しく柔らかでした。
髪は茶色でしたが、目は青く、それは長い睫毛で縁取られていました。
笑う時でも、声は大きくありませんでした。それはむしろ柔らかい忍び
笑いで、そこからは喜びや愉しげな様子がとてもはっきりと語り出して
いました。〔……〕——彼女が着ているのは一種の修道服でしたが、そ
れは彼女の体を心地よい襞で包んでいました。それは彼女の柔らかい身
のこなしから来ていました。——彼女は長身でした。体つきは「細い」
という言葉で表現できそうなほどすらりとしていました。彼女は恥ずか
しがり屋のお人好しで、少し引っ込み思案過ぎるところがあり、人が集
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まるところでも目立とうとはしませんでした。10
二人の文通はクレーメンスとの文通と重なり合いながら、1802年から
1806年秋まで続く。ギュンデローデは独学で古典哲学、歴史、特に古代ギ
リシャと古典古代の神話を勉強しており、詩を書き始めていた。ギュンデ
ローデの勉強ノートが残されているが、そこには、本の抜き書き、翻訳の
草稿、読書の感想、覚え書きなど種々雑多な事柄が無秩序に書き留められ
ている。だが、ヘーゲルやシュライヤーマッハーからの引用がなされてい
ても、それらの著作をきちんと読み通していたとは言いにくいようだ。サ
ヴィニーは、体系的に勉強できていないギュンデローデを「彷徨っている」11
と非難している。そのギュンデローデがベッティーナに秩序と体系を教え
ようとしたのである。ベッティーナはこの時も、何事にもきちんとした態
度では取り組まず、ギュンデローデを手こずらせた。ベッティーナはこう
書いている。
勉強からは何も生まれないわ。私にはそれは必要ない。私に何を勉強し
ろと言うの。他の人たちがすでに知っていること、それはだって消えて
無くなったりしないもの。でも私たちのためにだけちょうど今起きてい
ること、それを私は逃さずあなたとも一緒に体験したいの。12
ギュンデローデは1804年に男性名で詩を発表している。クレーメンスも
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Kinde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BettinevonArnimWerkeundBriefe,Bd.2, Frankfurt amMain(DeutscherKlassikerVerlag)
1992,S.64-65
11 AusmeinemLeben,S.59
12 Ibid.S.60
ギュンデローデの才能を高く評価し、一時的だが二人の間で恋の焔が燃え
上がり、ギュンデローデは人が変わったようにエロチックで激しい詩や手
紙のやり取りをしたこともあった。ベッティーナはギュンデローデの作家
活動にも刺激を受けた。ギュンデローデは初めはヴァイマルの古典派に魅
力を感じており、後に新しいロマン派の文学や哲学に惹かれていく。ギュ
ンデローデはベッティーナにも同時代の哲学を勉強するよう勧めている
が、ベッティーナの資質はこれを受け入れず、頻繁に頭痛に悩まされた。
ちょうどこの頃クレーメンスの勧めでベッティーナも文学活動を熱心に始
める。しかし、彼女は存在そのものが詩的過ぎて、揺れ動く自意識や気ま
ぐれで集中力を欠く性格が、様々な素材を作品へとまとめ上げることの妨
げとなった。ギュンデローデはベッティーナが作家になることは難しいと
見ていたが、ベッティーナは後年、構成をあまり意識することなく自由に
書ける書簡体を自分の文学のために勝ち取っていくことになる。
ベッティーナはギュンデローデ宛の手紙の中に、ありとあらゆることを
吐露している。ベッティーナはこう書いている。
あなたに宛てた私の手紙はまるで泉のベッドのようだわ。私の中にある
ものが全部流れ出さずにはいられないの。13
私はあなたにすべて言わずにはいられないの。風のようにすばやく私の
頭の中で弧を描いているものをすべてあなたに言わずにはいられない
の。14
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ベッティーナはサヴィニーに対するギュンデローデの思慕の念を知って
か知らずか、サヴィニーに関する問い合わせにろくな返事も返さず、自分
のことばかり書いてくるので、ギュンデローデは辟易し失望している。
Ⅳ．ギュンデローデの恋と自殺
サヴィニーもギュンデローデと盛んに手紙をやり取りしており、自分を
慕うギュンデローデとの結婚を考えたこともあったが、ギュンデローデの
極端な自立心を批判し、周りの者たちと協調することも大事だと忠告して
いる。サヴィニーがグンダを結婚相手に決めた後も、ギュンデローデとサ
ヴィニーとグンダの関係は良好だった。実現はしなかったが、アルニムに
よってギュンデローデを夫婦の共通の友人として同居させるという計画さ
え立てられたほどである。クロイツァーとの恋愛時にはこの関係がギュン
デローデには重荷となっていった。
クレーメンスとの火遊びめいた束の間の関係を解消した後、ギュンデロ
ーデはもっと真面目な恋愛相手としてクロイツァーを見出す。ハーナウ近
郊のトラーゲスで行われたサヴィニーの結婚式に招待されたギュンデロー
デは、その後ブレンターノ一家とともにハイデルベルクへ向かう。そこに
は1803年12月に結婚した兄クレーメンスとゾフィーが移住していたので
ある。城跡でギュンデローデは９歳年上のクロイツァーと知り合い、この
醜い、やや奇形のある男に激しい恋心を抱くようになる。
ゲオルク・フリードリヒ・クロイツァー（1771-1858）はサヴィニ—の
友人で、ハイデルベル大学で古代学と神話学の教授を務めていた。彼は13
歳年上の恩師の未亡人と幸せでない結婚生活を送っていた。恩師の子ども
たちから第二の父のように慕われていたため、同情から未亡人と結婚した
のである。三人で結婚生活ができるようにと、ギュンデローデは男装して
クロイツァーの近くに住むことまで考える。二人の関係を知った未亡人は、
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自己犠牲からやむなく離婚に同意するが、心労のためかクロイツァーが大
量に血を吐く。彼は甲斐甲斐しく看病にあたる妻に対して、ギュンデロー
デと別れると約束せざるを得なくなる。しかし、この決断をギュンデロー
デに伝える勇気がなかった。三人はのっぴきならない状況に追い込まれる。
ギュンデローデはサヴィニーに何度も恋愛の進展について書き送り、助
言を求めている。クロイツァーは反感を抱いていたベッティーナとの絶交
をギュンデローデに求め、ブレンターノ兄妹やサヴィニー側からの干渉を
一切拒否する。ある時ベッティーナとギュンデローデの間で次のような恐
ろしいやり取りがあった。
〔……〕ある時カロリーネは嬉しそうに私に歩み寄ってきて、言いまし
た。昨日ある外科のお医者様とお話をしたんだけれど、その先生が仰る
には、自殺なんてとても簡単だって。彼女は慌ただしく着ているものの
前をはだけ、私にきれいな乳房の下のその場所を示しました。彼女の目
は嬉しそうにきらきら輝いていました。私は彼女を見つめました。私は
初めてぞっとしました。そこで私は尋ねました！——で、あなたが死ん
でしまったら、私はいったいどうしたらいいの？——おお、と彼女は言
いました、そうなればあなたにとって私なんてもうどうでもよくなるわ。
その時までこんなにべたべたした関係はもうやめましょう。私はともか
くあなたと別れるつもりよ。〔……〕私は絶叫して、彼女の首にしがみ
付き、彼女が私を引き離して椅子に座らせると、私は彼女の膝の上に座
り、大泣きし、彼女の口に初めて接吻し、彼女の服を激しく開き、彼女
が心臓があると教わった場所に接吻しました。15
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ある時ギュンデローデのところに行くと、彼女は私に、見本市で買った
という銀色の握りの付いた短刀を見せました。彼女はその美しい刀身と
その切れ味の良さにご満悦でした。〔……〕以前の怒りが私の中で再び
動き出しました〔……〕。私はますます真剣に彼女に応じました。彼女
は身を守ろうと寝室の革張りの安楽椅子の陰に逃げ込みました。私は安
楽椅子に短刀を突き刺しました。私は何度も何度も突き刺し、シートは
ずたずたになりました。詰め物の馬の毛が部屋の四方八方に飛び散りま
した。彼女は祈るように安楽椅子の後ろに立ち、私には何もしないでと
懇願しました。——私は言いました。あなたが自殺するくらいなら、こ
の私がこうしてやるわ。—私のかわいそうな椅子、と彼女は叫びました、
そうよ何よ、刃を駄目にするなら、あなたの椅子、そっちでやったらい
いでしょう。16
ベッティーナとギュンデローデの間で交流が減り、二人の関係は急激に
冷え込んでいった。ベッティーナにはギュンデローデの心変わりがとても
堪こたえた。ベッティーナはギュンデローデと最後に会った時の様子を、こう
書いている。
私が訪ねていくと、彼女は書き物をしていた机から立ち上がりました。
——あら、こんにちは！——あなたはずいぶん前にここに戻っていたの
に、私をまだ訪ねてくれなかったの？ ——答えは無かった。——私が
自分から来なかったら、あなたはまだまだそのままにしておいたの？
——そうかもね。——あなたはとても冷たく見えるわ。——悪かったわ
（でも彼女の口調はどれも冷淡そのものでした）。——そう？　あなたは
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態度を改めようとも思っていないみたいね？ ——あなたがどうしても
そうしてほしいと言うのなら、少なくとも悪いとは思うわ。だって私は
あなたを見損なったし、あなたは私を見損なっているのよ。——それで
私は友情や信頼やあらゆる美しい計画を、何もかも畳んで別れました。17
ベッティーナはギュンデローデに反抗的な態度で応じる。1806年６月の
ギュンデローデ宛の手紙で、これまでの手紙をすべて送り返すように求め
る。そしてギュンデローデに代わってゲーテの母を友人に選んだと通告す
る。知人の手紙でクロイツァーの決断を知ったギュンデローデは、ブレン
ターノ家が土地を持っていたヴィンケルのライン河畔で、1806年７月 26
日午後７時30分、短刀自殺を遂げる。石をたくさん詰めたショールを体に
結び付け、遺体はそのまま水中へ引きずり込まれた。遺書は無かった。
ギュンデローデはそれ以前からロマン派の自然哲学に親しんでおり、死
への憧れや死の意味の問いをノートなどに残していた。特に、ノヴァーリ
ス、ヘルダーリン、シュライヤーマッハー等からの影響が見られるという。
また、ベッティーナと二人でゲーテの『若きヴェルターの悩み』（1774年）
にのめり込み、破滅に激しく心惹かれるようになったともいう。ギュンデ
ローデの世界像はキリスト教的なものではなく、哲学的、思弁的なものだ
った。ギュンデローデは自分を取り巻く市民社会の慣習をことごとく拒否
し、破滅への道を突き進んだのである。
ギュンデローデはクロイツァーとの交際をベッティーナにはあまり話さ
なかったが、ベッティーナは噂からギュンデローデの死にはクロイツァー
との一件が関与していると推測した。そしてギュンデローデの悩みに十分
気付かず、彼女の話に耳を傾けることができなかった自分にも責任の一端
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があるとの悔恨の情が、35年後に『ギュンデローデ』（1840年）を発表さ
せることになる。
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